



神 頭 広 好
1は じめに
「集積の経済」に関する研究は,Weber,Hoover及びIsard等によって




















者に対する都市化経済規模」及び 「敷地面積」からなる。 また,敷 地
面積は,売 り場面積と駐車場面積 との合計である。
(2)企業の地代関数は,「消費者に対する都市化経済規模」及び 「敷地






談(facetofacecontacts)によって企業経営 に関する多 くの新 し
い情報が素早 く得 られること(接触の利益)や,都 心部か ら移動 して
きた多種多様な企業の集中傾向に従 って商品の需要に対する変動が緩
和されること(不安定性の吸収)な どによって もた らされる便益を指









(5)企業 は,需 要 を満 たすに足 る多 くの在庫 を有 して いる。
上記の仮定 の下で,企 業 の生産関数(Q)は,次 のよ うに表 され る。
Q=Q(A(t),a)
ただ し,A(t):企業 に対す る都市化 の経済規模
t:都心部 か らの距離
α:敷地面積
したが って,収 入(R)は,R=PQと 表 わされる。 ただ し,pは 市場 で
決 まる製 品価 格を示 して いる。 また,企 業 の予算費用(の は,
c=m+ア(B(の,α)+ω.
ただ し,m:維 持 管理費 用
r(B(t),α):企業 の地代




と表わ され る。 さ らに,生 産関数 を指数 タイ プに特定化 す ると,
Q(A(ε),α)=A(t)α・.'(1)
ただ し,α:敷 地 面積(α)に 対す る生産弾力性
また,地 代 関数 を指数 タイプに特定化す ると,
r(B(の,α)=B(t)αβ.(2)
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こ こで,都 市圏限界地(`鷹)におけ る企業のA(の 及 びB(ε肌)がそれぞれ












この(9)式か ら,logyを説 明変数,logRを被説 明変数 と して,同 式 に最 小
二乗法を適用す ることによ って,市 場価格 下にお ける相対的都市化経済規
模(「消費者 に対す る都市化経済規模」 に対す る 「企 業 に対 す る都 市 化経
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製品価格付けケース別 「相対的都市化経済規模」
済規模」)が推計可能 となる。一方,企 業 の製品付 け値価 格 下(た だ し,
ここでは単 に利潤最大化 す るよ うに製品価格を決 めることを意味 する)に
おける相対的都市化経済規模 にっいて は,神 頭[1991,第3章]1)から,
Iog湾(のl
ogR=logy.(io)・::(の




適用 して,製 品価格が市場で決定される(市場価格)ケ ース及びそれが企
業の利潤最大化行動の仮定の下で決定される(企業価格)ケ ースの各ケー
スにおける 「相対的都市化経済規模」をわが国3大 都市圏中心都市を対象











あるが,企 業価格ケースでのそれは約1.3倍である。 また,取 り分け企
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業価格ケースの相関係数は低 く,t値も2を下回っている。







区数 23 16 24
〈市場価格ケース〉
定数項(製品価格の対数) 3.275 4.563 2.045
t値 (26.894)(66.773)(8.854)
相対的都市化経済規模 0.529 0.225 0.501
t値 (12.95)(2.829)(10.548)
相関係数 0.943 0.603 0.914
〈企業価格ケース〉
相対的都市化経済規模 1.567 1.256 0.913
t値 (20.099)(0.933)(45.958)





規模」はそれぞれ約0.5とほぼ同 じ値を示 しているが,名 古屋市のそれ
は約0.2と小さい値を示 している。一方,企 業価格のケースでは,東 京
特別区,名 古屋市及び大阪市の順に小さい値 となる。
2結 果の考察




とを示唆 している。一方,企 業価格ケースにおける 「相対的都市化経済
規模」は,中心都市の人口規模または企業数と関係 しておらず,各 中心
都市の産業構造特性に依存 していると考え られる。
㈲ 上記(5)の分析結果か ら市場価格ケースにおける 「相対的都市化経済規
模」と企業価格ケースにおける 「相対的都市化経済規模」との差につい
てみると,その差が大きいほど製品価格に関する企業の利潤最大化行動












「相対的都市化経済規模」が影響 されることなどが分かった。 しか し,中
には本モデルに対 して適合度の低い都市 も見 られたことなどから,こ こで
の分析対象中心都市が,円 形の中心都市及び都市圏の空間に関する本モデ



















店数」,「小売業年間販売額」及び 「小売業売 り場面積」 を,ま た1991年各都


















神 頭 広 好 「わ が 国 主 要 都 市 に お け る 小 売 り 商 店 及 び 消 費 者 に 対 す る 都 市 化 経 済 の
相 対 的 ス ケ ー ル に 関 す る 空 間 的 考 察 」(r都 市 一 地 域 科 学 に 関 す る 研 究 論 文 集 』
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